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野 棲 ハ ッ カ ネ ズ ミ の 生 活 史IV

乳幼仔における形態の発達 と生後の成長*

平 岩 馨 邦 ・ 濱 島 房 則

The life history of the Japanese mouse, Mus molossinus 

           Temminck and  Schlegel IV 

     Postnatal development of the sucklings and 

              growth after birth 

Yoshi . Kuni Hiraiwa and Fusanori Hamajima

洋種ハツカネズミにおける乳幼仔期の形態の発達 と生後の成長Y'つ いては多 くの報告が

あるが,日 本産野棲ハツカネズミにおけるこの種の報告は未だない.そ こでわれわれは本

種を1955年 以来研究室内で繁殖飼育 させ,そ の乳幼仔の生後の形態の発達について観察

し,あ わせて1957年9月25日 から11月1日 までに生まれた飼育第3代 の野棲ハツカネ

ズミ7腹(♀14,♂11)に ついて5日 目ごと$'その成長を測定した・それらについて得た

知見を簡単に述べてみたい.観 察に用いた本種は前報で述べた飼育法に よつて得 られたハ

ツカネズミである.そ れ らの観察の結果をTables1,2,3に 示 した.つ ぎに これ らの

結果にもとついて木種における出生時の体色,開 耳,発 毛,切 歯の出歯艮,開眼など外部形

質の出現および生後の成長について考察してみたい.

1.外 部 形 質 の 出 現

1.体 色

洋種ハツカネズミの出産仔の体は ピンク色で毛が生えてお らず,眼 と耳は閉じている

(Hinton,1918;Snel1,1956).有 色のものでは生後3日 目に体色があ らわれるとい う

(安東 ・田嶋,1956).本 種では出生時にはすでに爪をもち,体 色はピンク色,3日 目に

はほんの少し着色がみられるが,4日 目に至つてはじめてはつきりした体色を示す(Table

1).雄 では5日 目に陰嚢部が著しく着色してくる.

2.開 耳

開耳は洋種ハツカネズミでは生後4～6日 目とされ(安 東 ・田嶋,1956),Sne11(1956)

は3日 目としている.し かし本種では乳幼仔171個 体の うち170個 体までが5日 目,1個

体が6日 目に開耳 している(Table1).
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3.発 毛

洋 種 ハ ツ カ ネズ ミにつ い てSnell(1956)は 生後9日 目に 発 毛 を認 め て お り,安 東 ・田

嶋(1956)は8～10日 目に 体 毛 が生 え る とい う.本 種 で は そ の大 部 分 の個 体 で5日 目に 鼻

毛vibrissaeが 顕 著 に な り,7日 目に 主 毛,8日 〔に 副 毛 が 生 え る(Table1).こ の頃

雌 では 乳 頭 が は つ き り認 め られ る よ うに な る.

4.切 歯 の 出現

洋 種 ハ ツ カ ネ ズ ミで は11～13日 日に 切 歯 が 出 課 す る とい う(安 東 ・m嶋,1956)・ し

か し 田隅(1959)に よ る と下 顎 切 歯 の 出藤 は10日目 に,上 顎 切 歯 は12日llで あ る と述 べ

て い る.本 種 で は 下 顎 切 歯 の出 齪 は そ の大 部 分 が9日 目,上 顎 切 歯 は10日 目で あ つ て

(Table1),洋 種 ハ ツ カ ネズ ミ よ り もや や 早 い.

Table 1. Time of the appearance of external character3 

     of sucking young after birth.

5.開 眼

洋 種 ハ ツ カ ネズ ミの開 眼 は安 東 ・田嶋(1956)に よ る と14日 目,Sne11(1956)に よる

と12～14日 目,田 隅(1959)に よ る と13～16日 目 とい う.し か し本 種 で は 開 眼 は 生 後 平

均13.54士0.006日 目(10--19日 目)で あ つ た(Table1).

II.体 重

洋 種 ハ ツ カ ネ ズ ミに お け る出 生 時 の体 重 は そ の1腹 の仔数 に よつ て粁:違す るが(Parkes,

1926;Robertson,1916),Parkes(1926)は1.41g,Robertson(1916)は1.23g,Gates

(1925)は1.389(♀),1.309(♂),安 東 ・田嶋(1956)は1.25～1・809と して い る・ 本

種 ではTable2お よび 平 岩 ・濱 島(1958)に よつ て示 され た よ うY'雌 で は1.05土0.0262

Table 2. Postnatal growth



9,雄 で は1.09土0.02449で 洋 種 ハ ツ カ ネズ ミのそ れ よ りもや や 小 さい.Gates(1925)

は 洋 種 ハ ツ カ ネズ ミの成 長 率 の最 大 時 期 は生 後3～5日 日で あ る と述 べ て い るが,木 種 に

お い て も同様 で あ つ た(Table2).Gates(1925),Parkes(1926),Saller(1932)に

よ る と乳 仔期 の 成 長 率 に は 時 に 増 減 が み られ る と報 告 し てい る.ま た 離乳 期 に お け るハ ツ

カ ネズ ミの成 長 に は 特 殊 性 が み られ る こ とは す で に 多 くの研 究者 に よ つ て 認 め ら れ て い

る.す な わ ちGates(1925),Sne11(1956)に よ る と離 乳期 に は ハ ツ カ ネ ズ ミの..増 加

が 弱 ま る とい つ て お り,同 様 な こ とを藤i原(1958),田 隅(1959)も 認 め て い る.本 種 で

は この 点注 意 して観 察 して い な い の で未 だ 明 らか で は な い.し か し生 後40-60日 口頃 に

一 時 体 重 の成 長 が停 滞 す る時期 を認 め た .生 後40日 目頃 まで の期 間 は 雌雄 の体 重 に 大差

が み られ ず,生 後40日 口頃 か ら両者 に 差 を生 じ,雄 の成 長 が 大 とな る よ うに 思 われ る.生

後60日 日頃 に な る と本 種 の体 重 は9～109に 達 し,生 後120日 目頃 に は12--13gY`達 す

る.そ れ 以 後 は 少 しず つ 増 加 す る.

III.頭 胴 長,尾 長,後 足 長,耳 長

平 岩 ・濱 島(1958)が す でY'報 告 した よ うに頭 胴 長 は 出生 時 に2.5cm,そ の後30日 目

頃 まで 成 長 が 盛 ん で7.0cmに 達 す る.生 後100日 目頃 は 約&0cmに 達 し,そ の後 は 少

しず つ増 加 す る.こ の 頃 の雄 は雌 よ りも大 き い よ うに 思 われ る.GreenandEekete(1933)

に よ る と洋 種 ハ ツ カ ネ ズ ミの体 長,尾 長 そ の他 の成 長 は91日 目で だ い た い 最 高 に 達 す る

とい うが 本 種 で もほぼ 同様 で あつ た.尾 長 は 出生 時 に お い て約11.9cm,生 後30日 目

頃 まで著 し く成 長 し て約5.0cmに 達 し,そ の後 は生 後120日 目頃 まで 少 しず つ増 加 す る.

また この 頃 の 尾長 は 雌 雄 問 に 差 が み られ ない よ うに 思 われ る.清 水(1942)はGreen

andEeketeの 資 料 か らハ ツ カ ネ ズ ミの 出生 時 に お け る尾 係 数 一 頭 胴 長 に 対 す る尾 長 の 割

合(T/HB)一 を く0.43,成 体 の それ を1.00と し て い る.Table3に 示 した よ うに 本種

の 出生 時 で は 雌 の 尾係 数 は 約0.34,雄iの それ は0.32で あ るが生 後25～30日 〔に最 大 値

に達 し雌 で0.84,雄 で0.81と な る.し か しそれ 以後 は 少 しず つ減 少 す る.

Ogle(1934)は 一 系 統 の シ ロハ ツ カ ネズ ミを 離乳 時 よ り人 工 管理 下 に飼 育 し,温 度 が

尾 長 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て興 味 深 い 観 察 を 行 なつ てい る.そ れ に よ る と19～21℃ の室 温

に お い て飼 育 した もの で は 尾長 は体 長 よ り約1cm短 く,27.5～29℃ の室 温 で は体 長 よ

of body  weight,



Table 3. Changes of mean tail coefficient with the age.

り約1cm長 くなるとい う.わ れわれのハツカネズミでは尾は頭胴長 より約1cm短 くな

つているが,こ の場合飼育環境の影響による ものか どうか明らかでない・またSumner

(1907)に よるとシロハツカネズミの頭胴長は温度による影響は少ないが,尾 長,後 足長,

耳長は高温下で飼育 したものは低温下のものよりもよく成長するとい う.本 種の後足長は

出生時においては4.7～4.9mm,生 後30日 目まで著しく増加して14.73～ ・14.79mmに 達

す る.そ れ以後は90日 目頃まで少しずつ成長するが,ま もな く成長を停止 し,雌 雄の間

に差が認められないようである.耳 長は生後5日 目に3.6-3.7mm,30日 目頃まで著 しく

成長して約10mmに 達する.そ れ以後は少しずつ 増加し生後90日 目頃には12mm近 く

にまで達 して成長を停止し,雌 雄問に差を認めえないようである.

要 約

われわれは1955年 以来研究室内で繁殖飼育した 日本産野棲ハツカネズ ミにおける乳幼

仔の形態の発達と1957年9月25日 から11月1日 までに生まれた7腹25匹 のハツカネズ

ミにおける生後の成長について観察した.そ の結果はつぎのようである.

本種においては出生当日にはすでに爪をもつており,休 色はピンク色である.し かし生

後4日 目になると体色は顕著にな り,約5日 目には耳が開 く.主 毛は7日 目に生え,8日 〔

には副毛が生える.こ の時期には雌では乳頭がはつきり認められる.下 顎切歯の出鰍は9

日目に,1日 遅れて10日 口には上顎切歯が出齪する.開 眼は13～14日 口で,こ の時期に

は固形飼料を食べるようになる.出 生時の体重には雌雄の間に差をみとめなかつた.出 生

時か ら生後30日 日頃まですべての 部分で成長が著 しい.体重 は生後40日 目頃から60日

目頃に一時その成長が停滞するが,そ れ以後は頭胴長,尾 長,後 足長,耳 長 と同様,徐 々
)に成長する.後 足長,耳 長は生後比較的早期に成長を停止す る.尾 係数は生後25～30日 口

頃が最大である.未 だ統計的吟味はしておらないが成体においては体重,頭 胴長を除いて

性別による成長 の相違はみとめられないように思われる.
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 Resume 

   In our laboratory we have been breeding the Japanese mouse, Mus molossinus 
Temminck and Schlegel since 1955. Concerning the postnatal development of 
the sucking young, we have observed the changes of external characters from 
birth to weaning. And also in twenty five mice of seven litters we have meas-
ured the postnatal growth of several parts of the body, i. e. body weight, 
length of head & body, tail, hind foot and ear. The results are as follows : 

   The mice are born hairless but with claws. At four days after birth body 
color becomes clear. And the external ears open at about five days. Primary 
hairs grow at about seven days after birth, and secondary hairs at eight days. 
In females at this age, the nipples become evident. Incisors of lower jaw erupt 
at about nine days after birth, and those of upper jaw ten days. At the age 
of about fourteen days eyes open, and the young begin to eat solid food short-
ly later. 

   The average body weight at birth is the same in both male and female. 
The period in which growth rate is highest is from birth to thirty days. Growth 
becomes somewhat sluggish from forty days to sixty days, thenceforward the 
body weight increases gradually as well as in length of head & body, tail, hind 
foot and ear. Hind foot and ear attain their approximate maximum length by 
ninety days. Tail coefficient becomes maximum from twenty five to thirty 
days. It seems that there is little difference between adult males and females 
in the growth of the length of tail, hind foot and ear, though statistical treat-
ment is not made yet.
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